
  【動画リリース】 

パナソニック株式会社は、2016年6月19日（日）の「父の日」に向けて、同社の「ふだんプレミアム」シリーズの洗濯機を題材としたウェブ

動画『LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう』を、2016年6月16日（木）0時より公開します。家電の新しい役割として「もっと家

族を愛するために、もっと暮らしを特別にする」を提唱する「ふだんプレミアム」シリーズにちなんで、本動画では、花嫁（娘）から普段なかな

か想いを伝えられない父親へ、結婚式当日に、感謝の気持ちと愛情を込めたサプライズを贈る軌跡をドキュメンタリー形式で描いています。

言葉ではなく、カタチで感謝の気持ちと想いを伝えることを選んだ花嫁の、世界で1着のドレスを作る過程と、そのドレスが式当日にお披露

目されるまでのリアルな表情と愛情あふれるやり取りを描き出しています。 

日本人は他国の人々と比べると、感謝の気持ちや愛情をあまり表に出さない国民性と言われています。今回、20代の娘世代の女性と

父親を対象に実施した調査（※）でも、「父の日」がいつかわからない女性が65.3％もおり、父親へ愛情など想いをカタチにして伝えてい

ない女性が66.7％に上るなど、多くの女性が「父の日」を重視せず、父親に対する想いをカタチにしていないことがわかりました。一方、女性

が本音では「もっと想いをカタチにして伝えたい」（60.7％）と考えていることもわかりました。※2016年6月 パナソニック調べ 

  

▼[動画] 『LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう（#ShowYourLove）』  
https://www.youtube.com/watch?v=mPGCLAZESXw 
 
▼『LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう』 特設サイト  
  http://panasonic.jp/fudan/love/dress 

報道関係各位 2016年6月16日 

 

 パナソニックでは2016年の「父の日」によせて、結婚式の披露宴当日に花嫁（娘）が父親にサプライズをプレゼントする動画を制作。

『LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう』と題したこの動画では、“なんでもない毎日に感謝する気持ちを描く”というテーマのもと、花嫁

から、普段なかなか想いを伝えられない父親へ、感謝の気持ちと愛情を込めたサプライズを贈る様子を描いています。  

 「手紙や言葉ではなく、何か違った形で感謝の気持ちを表現したい」という花嫁が考えたサプライズ演出とは、昔、父親が着ていた白衣や

家族の思い出がいっぱいの服で仕立てたオリジナルドレス”LOVE DRESS”を着て、披露宴を迎えることでした。動画は、花嫁が子どもの頃

の写真を見たり、家族旅行のエピソードを話したりしながら、デザイナーとアイデアを出し合い、“LOVE DRESS”を完成させ、式当日にお披

露目されるまでの軌跡を追うドキュメンタリー仕立てになっています。なんでもなかった昔の服が、家族の想いが詰まった、世界で一着のドレ

スに姿を変える。それを着て、披露宴本番で日頃の感謝や愛情を伝える新婦と、思いがけないサプライズに感動する父親の姿を通じて、

「#愛してるをカタチにしよう」というメッセージを印象的に伝えます。このウェブ動画をご覧になった方々も、家族への想いをカタチにして伝えて

みようと、きっと思うはずです。 

 

■「父の日」がいつかわからない女性、65.3％。父への想いも本音ではカタチにして伝えたいが、伝えられていない。 

■花嫁（娘）の父親への感謝の想いをカタチにした”LOVE DRESS”制作過程を追う、ドキュメンタリー動画。 

情報解禁日時  2016年6月16日（木） 

午前0時以降 
※情報のお取り扱いにはご注意をお願い申し上げます。 

  【動画リリース】 

報道関係各位 

結婚式で花嫁（娘）から父親へのサプライズ。 

「父の日」にパナソニックが贈るドキュメンタリー動画 

「LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう」公開 
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  父親へ感謝の想いを伝えていない女性66.7％。でも本当はカタチにして伝えたい。 
普段なかなか想いを伝えられない父親へ、花嫁（娘）が世界で一着のドレスでサプライズを贈る！ 



動画『LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう』概要 

■タイトル: 『LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう （#ShowYourLove）』  

■公開日:2016年6月16日(木) 0時 

■URL：『LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう』 動画 https://www.youtube.com/watch?v=mPGCLAZESXw 

  ：ふだんプレミアム内『 LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう』特設ページ http://panasonic.jp/fudan/love/dress 

  ：ふだんプレミアム※サイト http://panasonic.jp/fudan/ 

  ：洗濯機商品サイト http://panasonic.jp/wash/ 
 

■『LOVE DRESS ＃愛してるをカタチにしよう』ダイジェスト 
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※「ふだんプレミアム」とは… 

パナソニックが掲げる新しい家電のコンセプト。豪華や贅沢なものだけがプレミアムではなく、日常にあるくつろぎや和みなど、「なんでもないふだんの中にこそ、宝

物がある」といった意味が込められています。「ふだんプレミアム」では、もっと家族を愛するため、ふだんの暮らしをもっととくべつに、もっとていねいにするために、これか

らの家族の価値観に寄りそう家電製品を提案しています。                      

「昔の服を使っ
てドレスを作っ
て、結婚式で
着るというの
は印象的だと
思うし」 
 
 
 
「両親にも何
か感謝の気持
ちを伝えること
ができたらい
いなと思って」 

「恥ずかしいし、
みんなに聞か
せるものじゃな
いと思って」 

昔、父が着て
いた白衣や家
族の服を洗濯
機で洗っている
花嫁。ドレス生
地にするため、
黄ばみなども 
キレイに 

「（結婚式で）
手紙は読まな
いつもりです」
（花嫁） 

でも、感謝の
気持ちは伝
えたかった 

父との思い出
の服で、ドレ
スを作ろうと
思った 

「この白衣が、
何の白衣
かってわか
るように、一
番大事に考
えました」 

デザイナーさ
んと一生懸命
アイデアを出
しながら、生
地選びの際、 
家族のエピ
ソードを話す
花嫁 

「父は、黄色
系、白系のポ
ロシャツが多
かったです」 

LOVE 
DRESS  
の完成 

「びっくりした
後喜んでくれ
たら、いいで
すね」 

いよいよ 
式場へと
入っていく
花嫁 

ドレスの生
地一つひと
つと、アルバ
ムの思い出
がつながる 

完成した 
ドレスを見
て喜ぶ花嫁 

花嫁の
LOVE 
DRESSに驚
く父 

沸きたつ招
待客 

#愛してるを
カタチにし
よう 

たくさんの
家族写真、
たくさんの
父や家族 
との思い出 

なんでもな
いふだんを
とくべつに。 
ふだんプレ
ミアム 

想いをカタ
チにしたド
レス 



動画『LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう』概要 
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■花嫁： 
「LOVE DRESSで感謝の気持ちを伝えたかったので、自分たちの白衣を生地に使っていることに気付いた時の両親の反応
が一番嬉しかったです。想いをカタチにして伝えることができたかなって。今回の企画を通して、改めて両親に大事に育てられ
たことを実感しました。これをきっかけに、日頃から感謝の想いや愛情をカタチにしていこうと思います」。 
 
■花嫁のお父様： 
「娘が以前、私が着ていた洋服で思い出すのは白衣かポロシャツと言っていましたが、その両方が今回のドレスの生地に使
われていることを知って、すごく嬉しかったです。娘の家族に対する想いや気持ちが伝わってきました」。 
 
■花嫁のお母様： 
「娘からドレスの生地に白衣を使うことは事前に聞いていましたが、披露宴では分かっていたのに何度もウルウルしてしまって。
白衣の襟とか、デザイナーの方も上手く取り入れてくださって、想像以上に素敵なドレスに仕上がっていました」。 

 開業医だったお父様と、そこで検査技師として働いていたお母様のもとに生まれ、自らも医師となった花嫁（娘）。そんな花

嫁にとって、父の象徴でもあり家族の象徴とも言える「白衣」はとても思い入れの深い服でした。そのため、今回の“LOVE 

DRESS”は主に花嫁と両親の3着分の白衣を生地として主に使用しています。 

 

 さらに、「子どもの頃からのアルバムを見て、一つひとつの思い出を振り返ったら、家族への想いがたくさん溢れてきました」という

花嫁の言葉を受けて、家族旅行の時に着ていたお姉様のストライプシャツや、花嫁とお父様が二人で九州を旅行した時の花

嫁の黄色いワンピース、そしてお父様のポロシャツなどもデザインの要素として追加されることに。それぞれの服はパナソニック洗

濯機の温水泡洗浄できれいに洗濯され、ドレス生地へと生まれ変わり、家族との思い出と花嫁の感謝の想いが詰まった、世

界で一着のドレスになりました。 

 

 披露宴に向けた試着の際、「いっぱい迷惑を掛けましたが、その都度きちんと向き合い、私の人生を後押ししてくれた家族に、

このLOVE DRESSを着て、今まで大事に育ててくれてありがとう、と伝えたいと思います」と語った花嫁。その穏やかな笑顔には

家族への愛が溢れていました。 

 

 迎えた披露宴当日、「緊張もありましたが、このドレスを見て、両親がどんな反応をしてくれるのか、すごく楽しみでした」という

花嫁。そんな中、サプライズを受けたお父様は、緊張していたせいか、「ドアが開いて娘が立っているのを見た時、想像以上に素

敵なドレスで、白衣を使っていることがにわかに信じられませんでした」と、我が娘とLOVE DRESSの美しさに心を奪われた様子。

「特徴のある襟やロゴマークを見て、改めて白衣なんだなと嬉しさがこみ上げました」とのこと。「娘の気持ちが伝わってきました」と、

想いをカタチにした花嫁（娘）の“LOVE DRESS“を、感激の面持ちで振り返っていました。 

【撮影エピソード】 

  

 今回、花嫁が着た“LOVE DRESS“の仕立ては、コスチュームデザイナーの

SERIKA氏が担当しました。 

＜略歴＞東京田中千代服飾専門学校（現・専門学校 田中千代ファッションカ

レッジ）専攻科卒業。フリーのコスチュームデザイナーとして映画、スチール、ショー、

イベント、舞台などの分野で活動中。さまざまなアートディレクター、フォトグラファー、

映画監督とコラボレートし斬新さと美しさにこだわったコスチュームをデザイン、製作し

ている。  

【コスチュームデザイナー・SERIKA氏プロフィール】 



参考資料 アンケート調査結果概要 
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＜アンケート調査結果サマリ＞ 

   父の日に限らず、父へ「愛情など想いをカタチとして伝えられていない」娘は66.7％。 

 

 

   本音ではもっと愛情を伝えたい。言葉よりも行動で想いをカタチにする方が取り組みやすい。 

本音では「父にもっと愛情など想いをカタチにして伝えたい」（60.7％）と感じている。取り組みやすいのは、想いを言葉でカタチ 

 にすることよりも、行動でカタチにすること（77.0％）。想いを言葉で伝えることが苦手な日本人だから、まずは行動でカタチにし 

 たい。 

 

そもそも父の日がいつかわからない娘が65.3％。母の日と比べ「忘れがち」と実感。 

 父の日が6月の第三日曜日であると答えられない女性が65.3％。「母の日と比べ忘れがち」（69.3％）、「存在感が薄い」 

 （76.0％）と母の日と比べて存在感が薄いと感じている。 

 父の日に限らず、父に愛情など想いをカタチにして伝えられていないと感じる女性は66.7％。その理由は 

  「そんな習慣がないから」（51.0％）「恥ずかしいから」（48.0％）。 

■実施時期：2016年6月3日（金）～6月6日（月） ■調査手法：インターネット調査  

■調査対象：日本全国の20代女性150名、及び20代女性を娘に持つ父親150名 

52.0％の父が、娘から父の日を祝われていない。 

 父の日を娘から祝ってもらえていない父親が52.0％と過半数。 

  52.0％の父が、娘から父の日を祝われていない。 

もうすぐ父の日ですが、父親に娘から父の日を祝ってもらえる

かを聞いたところ、「祝ってくれる年の方が少ない」（26.7％）、

「祝ってくれない」（25.3％）をあわせた、「祝ってくれない」が

計52.0％と多数派となりました[図1]。 

今回の動画 『LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう』 の公開に当たり、目前に迫った「父の日」や、家族に愛情など想い 

をカタチにして伝えているかなどをテーマにしたアンケート調査を、娘である20代女性と、20代女性を娘に持つ父親を対象に実 

施しました。 

必ず祝ってくれる

21.3％

祝ってくれる

年の方が多い

26.7％

祝ってくれる

年の方が少ない

26.7％

祝ってくれない

25.3％

「祝ってくれない」 
計52.0％ 

[図1]父の日を祝ってもらえているか＜父親＞ 

父全体 N=150 



正しく回答

（6月第三日曜）

34.7％

誤った日付を回答

43.3％

知らない

22.0％

行動

28.6％

どちらかというと

行動

48.4％

どちらかというと

言葉

20.9％

言葉

2.2％

伝えたいと思う

60.7％

伝えたいとは

思わない

39.3％

父の日に限らず、父に愛情など想いを伝えることはある

かを聞くと、「あまり伝えていない」（38.0％）、「伝えて

いない」（28.7％）を合わせた「伝えていない」娘が計

66.7％［図4］。理由を聞くと、「そんな習慣がないか

ら」（51.0％）、「恥ずかしいから」（48.0％）、「どう

伝えていいかわからないから」（40.0％）などがあげられ

ました[図5]。 

    父の日に限らず、父へ「愛情など想いを 

   カタチにして伝えられていない」娘は66.7％。 

そんな娘たちですが、本音では「もっと父に愛情など想いを

伝えたい」（60.7％）が多数［図6］。言葉と行動、どち

らの方が愛情など想いをカタチにして伝えやすいかを聞くと、

「行動」（28.6％）、「どちらかというと行動」（48.4％）

を合わせた「行動」派が計77.0％と圧倒的です[図7]。前

回、「LOVE THERMO #愛してるで暖めよう」で実施した

調査では、日本人が愛を言葉で伝えることが苦手な国民性

であることが明らかになりましたが、やはり愛情など想いを言

葉より行動でカタチにする方が取り組みやすいようです。 

  父の日がいつかわからない娘が65.3％。 

     母の日と比べ「忘れがち」と実感。 

そもそも、娘たちの父の日の認知は低いようで、父の

日がいつだと思うかを聞いたところ、6月の第3日曜日だ

と答えられた娘は34.7％しかおらず、誤った日を父の日

として回答した娘は43.3％、そもそも「知らない」が

22.0％と、父の日がいつかわからない娘が計65.3％も

いるという結果となりました［図2］。娘自身、父の日を

母の日と比べ、「存在感が薄い」（そう思う計

76.0％）、「忘れがち」（そう思う計69.3％）と認識

しています[図3] 

本音ではもっと愛情など想いを伝えたい。言葉よりも 

行動でカタチにする方が取り組みやすい。 
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25.3％

21.3％

50.7％

48.0％

76.0％

69.3％

0％ 50％ 100％

「母の日」に比べて、

「父の日」は存在感が薄い

「母の日」に比べて、

「父の日」は忘れがちである

そう思う まあそう思う

よく伝えている

12.0％

時々伝えている

21.3％

あまり伝えていない

38.0％

伝えていない

28.7％

51.0％

48.0％

40.0％

0％ 20％ 40％ 60％

そんな習慣が

ないから

恥ずかしいから

どう伝えていいか

わからないから

「伝えていない」 
計66.7％ 

[図2] 
父の日はいつか 
知っているか 
＜娘＞ 

[図3] 
父の日 認識 
＜娘＞ 

[図4] 
愛情など想いを 
伝えることはあるか 
＜娘＞ 

[図5] 
伝えていない理由 
（上位３項目） 
＜娘＞ 

娘全体 N=150 

「わからない」 
計65.3％ 

娘全体 N=150 

娘全体 N=150 

[図6] 
父に愛情など想いを 
伝えたいと思うか 
＜娘＞ 

[図7] 
父に愛情を伝える際に 
言葉と行動のどちらが 
伝えやすいか 
＜娘＞ 

「行動の方が伝えやすい」 
計77.0％ 

父に愛情を 
伝えていない娘  
N=100 

娘全体 N=150 

父に愛情を 
伝えたい娘 N=91 


